
　
も
う
立
ち
向
か
っ
て
い
く
者
は
誰
も
な
か
っ
た
。

　
古
鷹
の
主
計
兵
の
田
口
対
也
は
右
の
肩
か
ら
下
を
や
ら
れ「
あ
あ
俺
、丹
下
左
膳
だ
」と
腕
を
ブ
ラ
ブ

ラ
さ
せ
て
い
た
。ず
い
ぶ
ん
気
の
強
い
奴
だ
と
思
っ
た
。

　
あ
ち
こ
ち
に
息
絶
え
る
者
、「
天
皇
陛
下
ば
ん
ざ
い
！
」と
大
声
を
あ
げ
て
事
切
れ
る
者
、ま
だ
悶
え

苦
し
ん
で
水
を
く
れ
と
叫
ぶ
者
も
い
て
、辺
り
は
俄
か
に
阿
鼻
叫
喚
の
場
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　
救
急
車
が
何
台
も
や
っ
て
き
て
は
、重
傷
の
者
か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
病
院
へ
運
ん
で
い
っ
た
。

　
腕
を
や
ら
れ
た
程
度
の
私
は
、ず
っ
と
後
で
運
ば
れ
た
。

　
暴
動
の
結
果
は
四
十
八
人
が
死
亡
、一
〇
六
人
が
負
傷
で
あ
っ
た
。

　
死
ん
だ
者
た
ち
は
、強
硬
派
よ
り
む
し
ろ
穏
健
派
の
兵
隊
が
多
く
、性
格
の
や
さ
し
い
い
い
人
た
ち
ば

か
り
が
悲
惨
な
死
に
方
を
し
た
。暴
動
な
ど
起
こ
す
気
の
な
か
っ
た
彼
等
か
ら
す
れ
ば
、こ
れ
は
完
全
に

巻
き
添
え
に
よ
る
犠
牲
者
で
あ
っ
て
、悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
悲
惨
な
出
来
事
だ
っ
た
。

　
あ
の
事
件
さ
え
な
か
っ
た
な
ら
、私
た
ち
と
一
緒
に
懐
か
し
い
祖
国
の
土
が
踏
め
た
の
に
と
思
う
と
、

今
で
も
残
念
で
な
ら
な
い
。

　
私
は
こ
の
時
に
死
を
遂
げ
ら
れ
た
方
々
の
姓
、所
属
、捕
虜
番
号
を
紙
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
、

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
タ
ス
マ
ン
と
い
う
タ
バ
コ
の
五
十
個
入
り
大
箱
の
ふ
た
へ
、消
え
な
い
よ
う
に
イ
ン
ク

と
ペ
ン
を
収
容
所
側
か
ら
借
り
て
書
い
て
お
い
た
。そ
れ
は
今
も
私
の
手
許
に
あ
る
。し
か
し
、事
件
間
際

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、姓
だ
け
で
名
前
ま
で
は
書
い
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

第

二

十

七

回



七
〇
八
　 

二
曹
　
　
渡
辺
（
照
月
）

五
六
二
　 

一
曹
　
　
小
川
（
古
鷹
）

七
〇
一
　 

一
∨
曹
　
高
梨
（
搭
乗
員
）

五
三
三
　 
一
主
　
　
益
井
（
古
鷹
）

五
二
九
　 
一
水
　
　
浜
口
（
古
鷹
）

五
三
七
　 

三
水
　
　
重
政
（
古
鷹
）

五
三
九
　 

一
機
　
　
山
中
（
古
鷹
）

五
〇
九
　 

三
∨
曹
　
中
山
（
搭
乗
員
）

七
四
六
　 

三
水
　
　
多
那
加
（
高
波
）

五
五
一
　 

三
機
　
　
野
入
（
古
鷹
）

五
四
二
　 

二
機
　
　
馬
越
（
古
鷹
）

五
五
五
　 

三
曹
　
　
本
山
（
古
鷹
）

六
六
五
　 

工
員
　
　
吉
田
（
設
営
）

六
四
六
　 

一
主
　
　
塩
谷
（
古
鷹
）

七
四
四
　 

一
機
　
　
谷
崎
（
照
月
）

六
一
九
　 

工
員
　
　
稲
葉
（
設
営
）

七
五
五
　 

一
∨
曹
　
加
藤
（
搭
乗
員
）

五
二
六
　 

二
曹
　
　
清
水
（
古
鷹
）

六
九
三
　 

工
員
　
　
米
山
（
設
営
）

六
四
一
　 

艇
員
　
　
大
門
（
監
視
艇
）

五
六
七
　 

三
曹
　
　
柏
　
　（
古
鷹
）

五
五
〇
　 

三
機
　
　
植
田
（
古
鷹
）

七
一
四
　 

三
機
　
　
福
住
（
照
月
）

五
〇
五
　 

三
水
　
　
古
川
（
古
鷹
）

五
八
〇
　 

三
曹
　
　
末
広
（
古
鷹
）

七
六
一
　 

一
∨
曹
　
中
川
（
搭
乗
員
）

六
二
七
　 

艇
員
　
　
川
口
（
監
視
艇
）

五
八
二
　 

一
機
　
　
宮
田
（
古
鷹
）

五
一
七
　 

二
水
　
　
山
根
（
古
鷹
）

五
二
三
　 

二
水
　
　
辰
己
（
古
鷹
）

七
二
二
　 

曹
長   

　
木
村
（
陸
軍
部
隊
）

五
二
二
　 

一
水
　
　
中
島
（
古
鷹
）

四
八
〇
　 

二
曹
　
　
横
山
（
古
鷹
）

六
六
六
　 

工
員
　
　
井
上
（
設
営
）

六
五
二    

三
∨
曹
　
村
上
（
搭
乗
員
）

五
七
一
　 

一
水
　
　
石
丸
（
古
鷹
）

五
六
〇
　 

二
機
　
　
岡
本
（
古
鷹
）

六
三
一
　 

三
∨
曹
　
荒
木
（
搭
乗
員
）

五
七
八
　 

二
水
　
　
高
本
（
古
鷹
）

六
五
〇
　
二
飛
　
　
浜
内
（
搭
乗
員
）

五
五
四
　 

三
機
曹
　
島
塚
（
古
鷹
）

不
　
明 

　
工
員
　
　
近
藤
（
設
営
）

不
　
明 

　
二
機
曹
　
宇
野
（
古
鷹
）

不
　
明 

　
一
水
　
　
小
川
（
古
鷹
）

不
　
明
　 

三
曹
　
　
山
内
（
古
鷹
）

不
　
明 

　
一
兵
　
　
勝
木
（
陸
軍
）

不
　
明
　 

一
整
　
　
木
又
（
浜
空
）

不
　
明
　 

工
員
　
　
石
川
（
設
営
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
以
上
四
十
八
名

■
兵
隊

一
主
＝
一
等
主
計
兵

一
水
＝
一
等
水
兵

一
機
＝
一
等
機
関
兵

一
飛
＝
一
等
飛
行
兵

一
整
＝
一
等
整
備
兵

■
下
士
官

一
曹
＝
一
等
兵
曹

一
∨
曹
＝
一
等
飛
行
兵
曹

三
機
曹
＝
三
等
機
関
兵
曹

　
　
　
　
●

（
古
鷹
）
＝
巡
洋
艦
名

（
高
波
）
＝
駆
逐
艦
名

（
照
月
）
＝
駆
逐
艦
名

昭

和

十

八

年

二

月

二

十

五

日

（

事

件

）

戦

死

者

名

簿



ア

ン

ザ

ッ

ク

特

設

病

院

　
私
の
入
っ
た
ア
ン
ザ
ッ
ク
特
設
病
院
は
、比
較
的
軽
傷
者
が
収
容
さ
れ
て
い
た
。病
院
の
前
は
フ
ェ
ザ
ー

ス
ト
ン
市
の
集
会
所
が
あ
っ
た
。

　
新
聞
で
事
件
を
知
っ
た
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
市
民
は
、武
器
を
持
た
な
い
多
く
の
人
々
が
わ
ず
か
数
分
の

う
ち
に
殺
さ
れ
負
傷
を
し
た
、日
本
人
捕
虜
に
対
し
て
、た
い
へ
ん
同
情
的
で
あ
っ
た
。町
の
人
々
は
、わ
れ

わ
れ
を
慰
め
る
た
め
に
、病
室
へ
と
き
ど
き
花
を
持
っ
て
見
舞
い
に
き
た
。こ
の
や
さ
し
い
好
意
に
は
捕
虜

仲
間
の
気
持
ち
も
な
ご
み
、心
か
ら「
サ
ン
キ
ュ
ー
」と

い
っ
て
感
謝
し
た
。

　
病
院
で
の
階
級
は
軍
医
を
除
く
と
婦
長
、看
護
婦
、

看
護
婦
助
手
、看
護
兵
の
順
で
、上
着
の
色
も
ち
が
い
、

中
尉
が
青
、少
尉
が
赤
、女
性
と
言
え
ど
も
階
級
が
上

で
あ
れ
ば
威
張
っ
て
い
た
。

　
軍
隊
で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
だ
が
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
は
特
に
女
性
が
少
な
い
ら
し
く
、結
婚
も
女
性
が

男
性
を
選
び
、日
本
と
は
ま
る
で
逆
で
女
性
上
位
の

傾
向
が
強
か
っ
た
。

　
男
の
看
護
兵
が
命
令
さ
れ
た
仕
事
を
し
て
い
る
最

中
に
も
、そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
命
令
し
、顎
で
使
う
横

柄
な
態
度
の
看
護
婦
中
尉
が
い
た
。傷
病
兵
で
あ
り

な
が
ら
大
和
男
子
の
正
義
感
が
押
さ
え
切
れ
な
く

な
っ
た
者
が
い
て
、つ
い
生
意
気
な
と
、そ
の
看
護
婦
中

尉
の
頬
を
殴
っ
て
し
ま
っ
た
事
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
が
原
因
で
、そ
れ
か
ら
三
日
た
っ
て
も
全

員
の
治
療
を
し
て
く
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

次
回
第
二
十
八
回
は
六
月
十
五
日（
火
）の
予
定


